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To　inve面 gate　thc　gcnoration　m   hanism　of 　tonal−noise 　from 爬 arvi ¢ w 　mirrors 丘br　automobiles ，　an 　aerodynamic 　noiso

and 　 ve 置  重ty　fluctuation　were 　measured 　with 　a　low−noise 　wind 　tunne1．　Stlong　tona1−noise 　was 　gencrated　 when 　the

thic  。 ss　of 　the　bump 　was 　almost　equal 　to　40 ％ of 　height　of 　thc　boundary　layer．　Coherence血nc 髄on 　in　terms　of

vel   ity　fluctuation　and 　aerodynamic 　noise 　is　the　high　around 　tmiling−e匸1ge　ofthe 　back−step ．　Noise 　levcl　and 　f【equency

ofthe 　tonal −noise 　depended 　on 　the　distance　from　the　edge 　of 　the　bump 　and 　the　edge 　of 　the　back・step．

　 自動 車の ドア ミ ラーか ら放 射 され る 空 力 的 な 異 音 の 発 生

メ カ ニ ズ ム を 明 らか に す る た め に，吸 い 込 み 式 の 低 騒 音 風

洞 を用 い て ドア ミラーを模 擬 した 二 次 元 の バ
ッ クス テ ソ プ

に段 差を設置 し，騒 音計測，流れ 場計測 を行 っ た ．特 に バ

ッ クス テ ッ プ の 端部形状 に 着 目 し，端部に R がつ い た 場合

に異音 の 発 生 が どの よ うに変化す るか 実験的に 調べ た．

　実験 に は 測定 断 面 7Srnrn× 150mm
， 長 さ 300mm の 開放 型

測定部を持つ 吸い 込 み型低騒 音風洞 を使用 した．主流 の 非
一
様性 と乱 れ 度は そ れ ぞ れ ± 0．ID／o以 下，0．7％ 以 下 で あ る．

風速 30m／s 時 に お け る 暗騒 音 は 58dB（A ）で あ る．風 洞 ノ ズ ル

下端 に幅 x＝40mm ，高 さ H ・・50mm の バ ッ クス テ ッ プ モ デ ル

を水 平 に 設 置 し，こ の バ
ッ ク ス テ ッ プ を ドア ミラーの 端 部

と み な して ，段 差 を設 置 して 実 験 を行 っ た，

　段差厚 さを変え た 実験結果 か ら，段 差 厚 さが 境 界層厚 さ

の O．4 倍程度 の ときに、空力的な異音の レベ ル が 最大に なる

こ とが わ か っ た．図 1 に 異音 と流れ 場の 相関解析結 果 を 示

す．異音 と相 関 を持 つ 速 度 変 動 は バ ッ ク ス テ ッ プ 後縁 に 集

中 して い る こ とが わ か る．段 差 に よ っ て 作 られ た 渦 が後 縁

を通過 す る際 に 異音 を発 生 させ て い る もの と考 え られ る．
こ の こ とか ら段 差 が 高い 場 合 に異 音 が 出 に くい 原 因 と して ，
段差が高 く，境界層 外縁 の 流れ と干 渉す る よ うな 場合 は，
異 音が 出 に く くな る と 考え ら れ る ．

　図 2 に異音の 発生周波数と RosSiinの 理 論
 
か ら求め た異音周

波数を示す．段 差後縁か ら ス テ ソ プ後縁の 曲率開始点 ま で の

距ge　L2が 9mrnよ り小 さい 場合は異音の 発生が観察 され ない ．ま

た，恥 が 14  以上 になる と6 次の モ ードカ
“
ma される．6 次の

モ
ー

ドが観察され る場 合は 異音の 5次の モ ードの レベ ル はや や低

下する．最も異音の大きくなる Ia・・11mm では実験に よっ て求 め

られた異音の周波数と R（rssiterの 理論周波数が
一
致する．この こ

とか ら，5次の モ ー
ドで は 4 の 長 さが 11  に なっ た場合が最 も

異音を発生 させや す く，この付近 で異音が強 くな り，9  よ り小

さい 場 合は 5 次の モ
ー

ドが作られ ない こ とが わ か る．こ れ らの実

験結果 よ り，段差下流の平坦 部が 短 くな ると異音 レベ ル が低下す

るこ とが わ か っ た、
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　二 次 元 バ ッ クス テ ッ プモ デ ル を 用 い て ，バ
ッ ク ス テ ッ プ

上 の 段 差 と ス テ ッ プ 後端 の よ っ て 発 生 す る 空 力 的 な異 音 に

つ い て 検討 し，以 下 の 知 見 を得 た ．

（1）異音の ピーク強 さは ，段差高 さが境界層厚さの 0．4 倍程

度 の ときに最 大 とな る．

（2）音 と流 れ の 相 関 計 測 結果 か ら，バ ッ ク ス テ ッ プ 後縁付 近

に音 と流れ の 強 い 相関 が あ る こ とが わ か っ た．

（3）異音 の ピ
ー

ク 強 さは 平 坦 部 の 長 さに依 存 して お り，平坦

部の 長 さが一定 条件を満た せ ば，バ ッ ク ス テ ッ プ後 縁の 形

状 に 依存 しな い こ とが わ か っ た、
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